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１．はじめに
　関西大学博物館所蔵登録有形文化財埼玉県熊
谷市上中条出土人物埴輪（MY-K2004武人、
MY-K2006巫女（図１））の修復を行った（独
立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所
（以下東文研）の平成24年度受託調査研究）。過

去の修復で使用された修
復材料に経年劣化がみら
れ、再修復を行ったもの
である。今回のような再
修復は古い周知の資料を
改めて調査するととも
に、資料に関する軌跡を
たどり日本の考古学史の
一端を改めて知る機会で
もある。

２．掘りおこされた埴輪
　時は明治、近代化の波が農村部まで押寄せ、
武蔵国埼玉郡上中条村でも地租改正が施行され
ていた。そんな折、利根川の南側の自然堤防上
に広がる田畑に鍬をいれた村の耕作人が目にし
たのが埴輪土偶であった。持ち帰って、庭先に
置いた。その後その埴輪土偶が人々の話題とな
り、取沙汰され、当時埴輪について正しい理解
がなかったため、ついには役人に打ち壊される
ことになってしまった。それを聞きつけた当時
元老院議官や文部少輔などを歴任していた神田
孝平らによって回収あるいは避難できた埴輪が
今日に残されている。それらが現在上中条出土
といわれている埴輪である。なかでも東京国立
博物館所蔵の重要文化財埴輪武装男子像（図４）
や埴輪馬が有名である。
３．神田孝平と埴輪
　今回修復をした人物埴輪もこの中の埴輪で、
今日ではともに胴部、両手、台部を大きく欠失
し頭部のみの残存である。神田孝平（1830-1898）
がこの頭部２点とその破片を手にいれた時（明
治10年頃か）の事を「縣吏來リテ打砕キタリト
云予其事ヲ傳聞シ直ニ人ヲ遣ハシ其殘缺ヲ索メ
シメタルニ殘缺ノ首ニ個ト其余ノ破片數枚トヲ
得タリ…」（註１）と書いている。神田の死後、

この埴輪を含む神田のコレクションは一時竹田
玩古堂へわたり、その後本山彦一（1853-1932）
が購入し（昭和５年頃）、昭和28年からは関西
大学に移管となった。
４．人物埴輪（MY-K2006巫女）は男子
　人物埴輪（MY-K2006巫女）が壊される前の
唯一の記録として清野謙次が紹介している筆者
不明「発掘埴輪図」があげられる（註２）。明
治９年12月２日武蔵国埼玉郡上中條村字沼窪…
とかかれた埴輪の図である。この図では人物埴
輪（MY-K2006巫女）にはない両腕（右腕を上
げ左腕を下げている。手は無い。）と胴と台上
部が画かれている。襷をかけ、腰に紐を巻いて
いる男子の埴輪である。頭頂部には管状の飾り

をつけ、鉢巻をし、首飾り
をつけている。こういった
描写は今回修復した人物埴
輪（MY-K2006巫女）と一
致しこれを写生したものと
推察する。また実際、当資
料の肩部の破片は右肩がわ
ずかに上がり、左肩が下が
っている点からも信憑性が
高いと思われる。

５．作りが似ている埴輪
　近年の埴輪研究では使用した工具痕などから
同工人や製作組織について研究がすすめられて
いる。当資料は古くから人物埴輪の優れた遺物
として知られているとともに、埴輪の製作者と
いう視点から論じられた埴輪としても旧知の埴
輪である（野間清六（註３）、小林行雄（註４））。
例えば当資料は東京国立博物館所蔵の埴輪武装
男子像（図４）と比べると造作が酷似している
のがよくわかる。顔の輪郭と目鼻口の形やその
配置、眉の出っ張り、鼻筋、そして目口の孔の
縁にあるわずかな隆起が特徴である。目や口、
耳の穿ちかたや、鼻孔にも製作者の特徴がある
（図６）。今回撮影したＸ線写真（図５）では目
や口などの孔は外側から刳り貫いたことがよく
わかる。また粘土の積み方、頭頂部の閉塞の仕
方、顎や鼻の粘土の貼り付けが観察できる。

図１

図２

関西大学博物館所蔵上中条出土人物埴輪 
（MY-K2006巫女）について

犬　竹　　　和

--
7

'̀
·
F
-
.^

さ
•
;
"

...
 

『

1
"

75-ut-
昆

武 鱗量魔lll:tt>竃
土鼻 （『直“濱It.Ii』)



9― ―

６．出土した古墳は？
　当資料が出土した上中条は中条古墳群の上中
条支群と呼ばれる古墳が点在している場所であ
る。現在、周辺地域は耕地整理で新しい区画や
道が整然と並び、開墾地上部は削平され、古墳
の所在を確認するのは難しい状態である。発見
場所に関連する数少ない記録を表にまとめた。
記録が手記や雑記ということもあり、情報が錯
綜し、正確性にかけている感が否めないが、明
治８、９年頃、字日向島（沼窪という字は存在
しない）の江森（守）氏の畑もしくは付近で発
見されたようである。いずれも古墳名の記載は
ない。日付や字がまちまちなのは、幾度かにわ
たって同じ場所とは限らず埴輪が発見されたこ
と、自然堤防上に並ぶように点在していた古墳
（註６）が隣接する三つの字の境界付近にあり
境界線がはっきりわからずに字があやふやなま
ま記録されたことによるのかと推測する。

７．おわりに
　東京国立博物館の埴輪武装男子像や埴輪馬は
上中条支群の鹿那祗東古墳から出土したと報告
されている（註６）。鹿那祗という名前は村の
鎮守として江戸時代の上中条村に存在していた
鹿那祗神社（『新編武蔵風土記稿』巻之
二百十八埼玉郡之二十忍領上中條村）と関連し
ていると思われる。鹿那祗神社は現存しないが
『旧高旧領取調帳』にも鹿那祗神社領として石
高の記録が残っている。明治初期の迅速測図（註
９）には三箇所に鳥居記号が書かれている。一
つは吉野神社、一つは雷電神社（現在の三幸神
社がある場所）、一つは無記名である。この迅
速測図を昭和22年11月３日に米軍が撮影した空
中写真（写真番号105）に重ねると無記名の鳥
居記号のすぐ北側に円形のものが確認できる。
またその北側にも古墳と思われる円形のものが
認識できる。無記名の鳥居記号が鹿那祗神社で
あるならば、これらが鹿那祗東または西古墳で
あるかもしれないと指摘しておこう。
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図版解説
図１　 人物埴輪MY-K2006巫女 

（修復後、撮影：東文研　塩野誠治）
図２　 筆者不明「発掘埴輪図」の図 

清野謙次『日本考古学・人類学史』下巻より
図３　 人物埴輪MY-K2006巫女 

（修復後、撮影：東文研　塩野誠治）
図４　 埴輪武装男子像 

画像提供：東京国立博物館（http://www.tnm.jp）
図５　 人物埴輪MY-K2006巫女Ｘ線写真 

（撮影：東文研　犬塚将英）
図６　人物埴輪MY-K2006巫女の鼻孔
図７　人物埴輪MY-K2006巫女修復中　口孔の土の除去

註
（１ ）淡崖　1887「埴輪ノ事」『東京人類学会』第２巻第11号　
東京人類学会

（２ ）清野謙次　1955『日本考古学・人類学史』下巻 　岩波書店
（３ ）野間清六　1942「埴輪美」　聚樂社
（４ ）小林行雄　1974『陶磁体系埴輪』第３巻　平凡社
（５ ）塩野博　2004『埼玉の古墳〔大里〕』㈱さきたま出版会
（６ ）柿沼保夫　1988「中条古墳群について」『熊谷市郷土文化
会誌（中条特集号）』第42号　熊谷市郷土文化会

（７ ）小久保てい　1973「常光院三十八世観田僧正手記（九）」『埼
玉史談』第20巻　第３号　埼玉県郷土文化会

（８ ）本村豪章　1990『古墳時代の基礎研究稿─資料篇（Ⅱ）─』
「東京国立博物館紀要」第26号

（９ ）歴史的農業環境閲覧システム http//habs.dc.affrc.go.jp

表

出　典 発見に関連する部分の抄出

常光院観田僧正の手記  
（小久保ていがまとめた
もの）（註７）

・明治８年９月10日
　上中条1867番地（田の中の丘淵）
　１体（女人像）
・明治９年２月２日～３日
　江守定之丞の土地 字日向嶋 （1867番地）
　畑の端地（東側）
　12体（軍士４体、馬、その他）

萩原巌雄『観古図録』
第四冊（註２）

・明治９年２月２日
　江森善兵衛の土地　字沼窪
　13個（土偶７個、馬１個、その他）

筆者不明「発掘埴輪図」
（註２）

・明治９年12月２日
　江森善兵衛私有地　字沼窪

神田孝平（淡涯）（註１）・明治８、９年頃
　中條村

小林兵右衛門「北陸御巡
幸書類」土塑馬（註５）

・明治10年
　江守定之丞所有地　字雷電
　中村孫兵衛所持

東京国立博物館の埴輪馬
（註８）

・明治９年12月２日
　字日向島
　埴輪武人８伴出 文化財修復師　大正大学文学部歴史学科非常勤講師
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